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藤岡 新治 特任教授　履歴・業績
藤岡新治 特任教授　履歴・業績
藤岡新治 特任教授　履歴・業績
履　歴
1947年 6 月　兵庫県生まれ
〔学歴〕
1969年 3 月　日生学園高等学校卒業
1973年 3 月　専修大学文学部人文学科心理学コース卒業
1975年 3 月　中京大学大学院文学研究科（修士課程）臨床心理学専攻修了（文学修士）
1985年11月　医学博士学位取得（日本医科大学）
〔職歴〕
1975年 4 月　大阪府堺児童相談所心理判定員（1977年 9 月まで）
1977年10月　日本医科大学心理学教室助手（1986年 3 月まで）
1979年 2 月　日本医科大学看護専門学校兼任講師（心理学）（1986年 3 月まで）
1984年 4 月　専修大学文学部非常勤講師（心理測定）（1986年 3 月まで）
1986年 4 月　専修大学商学部講師（心理学）
1987年 4 月　専修大学商学部助教授（心理学）
1994年 4 月　専修大学商学部教授（心理学）
2010年 4 月　専修大学人間科学部教授（人間科学部新設に伴い移籍）
2015年 4 月　専修大学人間科学部特任教授
〔学内経歴〕
1986年 4 月　専修大学商学部講師
1986年 4 月　学生相談室員（1997年 1 月まで）
1987年 4 月　専修大学商学部助教授
1987年 4 月　学級担任（1994年 3 月まで）
1994年 4 月　専修大学商学部教授
1994年 4 月　教養課程委員会委員（1996年 3 月まで）
1997年 4 月　国内研究員（1998年 3 月まで）
1998年 4 月　学級担任（1999年 3 月まで）
1999年 2 月　学生相談室員（2001年 1 月まで）
2001年 2 月　学生相談室長（2005年 1 月まで）
2006年 4 月　KSパートナーシップ・プログラム運営委員会委員（2008年 3 月まで）
2007年 4 月　心理教育相談室長（2008年 3 月まで）
2008年 4 月　国内研究員（2009年 3 月まで）
2009年 4 月　心理教育相談室長（2014年 3 月まで）
2010年 4 月　専修大学人間科学部教授（人間科学部新設に伴い移籍）
2011年 4 月　社会知性開発研究センター研究員（2016年 3 月まで）
2012年 4 月　KSパートナーシップ・プログラム運営委員会委員（2014年 3 月まで）
2014年 4 月　学級担任（2015年 3 月まで）
2015年 4 月　人間科学部特任教授（2018年 3 月まで）
〔主な心理臨床歴〕
1975年 4 月　大阪府堺児童相談所　心理判定員（1977年 9 月まで）
1977年12月　医療法人山田病院　臨床心理士（非常勤週 / 2 日）（1980年 9 月まで）
1980年10月　医療法人大和病院　臨床心理士（非常勤月 / 6 日）（1984年 3 月まで）
1986年 4 月　専修大学学生相談室　室員（兼任）（1997年 1 月まで）
1987年 4 月　日本精神技術研究所心理臨床センター　カウンセラー（非常勤）（現在に至る）
1989年 4 月　日本生産性本部　メンタル・ヘルス研究所　心の健康相談室　主任相談員（非常勤）（2010
年 3 月まで）
1999年 2 月　専修大学学生相談室　室員（兼任）（2001年 1 月まで）
2001年 2 月　専修大学学生相談室長（兼任）（2005年 1 月まで）
2007年 4 月　専修大学心理教育相談室長（兼任）（2008年 3 月まで）
2009年 4 月　専修大学心理教育相談室長（兼任）（2014年 3 月まで）
〔所属学会〕
日本心理臨床学会，日本ロールシャッハ学会，日本学生相談学会，日本心理学会，
日本教育心理学会，日本認知療法・認知行動療法学会，日本パーソナリティ心理学会，
日本描画テスト・描画療法学会，専修大学緑鳳学会　
業　績
〔共著・編著〕
1981年10月　心理学10　自我・自己　有斐閣　中西信男他編著
1983年 2 月　色彩選択テスト　藤田企画出版　丸山芳也共編著
1987年11月　心理検査の基礎と臨床　星和書店　藤土圭三他編著
1990年 4 月　図説現代心理学入門　培風館　金城辰夫編著
1993年10月　ロールシャッハ・テストの学習―片口法スコアリング入門―　金子書房　片口安史監修　
松岡正明共著
1995年 8 月　現代心理学　八千代出版　伊藤隆二他編著
1996年 4 月　図説現代心理学入門［改訂版］　培風館　金城辰夫編著
1998年 3 月　こころの発達援助―学生相談の事例から―　ほんの森出版　鳴澤實編著
2004年 7 月　RODS―RorschachDataSystem―　金子書房　高瀬由嗣他共編
2006年 2 月　図説現代心理学入門［三訂版］　培風館　金城辰夫監修　山上精次共編著
2008年 9 月　RODS―RorschachDataSystem―（WindowsVista 対応版）金子書房　高瀬由嗣他共編
2008年11月　産業カウンセリング辞典　金子書房　松原達哉他編著
2016年 3 月　図説現代心理学入門［四訂版］　培風館　金城辰夫監修　山上精次・下斗米淳共編著
〔論文〕
『単著論文』
1976年 3 月　IES テストにおける E得点の検討―IES テストと RPRS，Es スケールとの比較―　ロー
藤岡新治 特任教授　履歴・業績
ルシャッハ研究ⅩⅦ　金子書房
1985年 1 月　精神障害者の社会復帰を支える人々の意識について　民族衛生第51巻 1 号　日本民族衛生
学会
1985年10月　父親からの自立を求めて離人症になった男子高校生　心理臨床ケース研究 3　日本心理臨
床学会編　誠信書房
1987年12月　 6年間の心身症状態を脱した男子高専生の事例　片口安史教授還暦記念論文集　片口先生
還暦記念事業会
1992年 3 月　色彩選択テスト（CCT）におけるN-Pscale の検討―SD法との関連について―　「色彩
象徴過程と人格構造に関する精神医学・交叉文化心理学的研究」　平成 3年度科学研究費
補助金総合研究（A）研究成果報告書
1993年 9 月　自己確立の危機から対人恐怖に陥った男子大学生の事例研究　専修商学論集56号
1994年 9 月　エンカウンター・グループと学生相談　学生相談室報告書第 8号　専修大学学生相談室
1997年 9 月　学生相談における相談構造についての一考察　学生相談研究第18号第 2号日本学生相談学
会
2003年 8 月　JMI 電話相談から見た働く人のメンタルヘルスへの取り組みの課題―早期発見・早期治療
から職場復帰まで―　産業人メンタルヘルス白書　2003年版　財団法人社会経済生産性本
部
2005年 3 月　学生相談と連携　学生相談室報告第18号　専修大学学生相談室
2009年 8 月　JMI 電話相談から見た働く人のメンタルヘルス―中年期危機と電話相談―
　　　　　　産業人メンタルヘルス白書　2009年版　財団法人日本生産性本部
　　　　　　メンタル・ヘルス研究所
『共著論文』
1974年12月　IES テストの紹介と問題点　中京大学文学部紀要第 9巻第 2号　中京大学学術研究会
1975年 9 月　精神分裂病者における「人間学的均衡」としての距離　名古屋大学教育学部紀要―教育心
理学科―第22巻　名古屋大学教育学部
1979年 6 月　臨床場面における心理学的理解の適用　日本医科大学雑誌第46巻第 3号　日本医科大学医
学会
1979年10月　ある分裂病高校生の日記　芸術療法10　日本芸術療法学会
1981年 3 月　心理療法における成功・不成功の検討　日本医科大学基礎科学紀要第 1号　日本医科大学
1981年 9 月　山村中学生のロールシャッハ反応―環境把握からの解釈の試み―　ロールシャッハ研究Ⅹ
ⅩⅢ　金子書房
1983年 2 月　色彩選択テストの標準化（ 1）―大学生グループの基準―　日本医科大学基礎科学紀要第
3号　日本医科大学
1984年 1 月　色彩選択テストによる日本・タイ両国大学生の比較研究　民族衛生第50巻 1 号　日本民族
衛生学会
1984年 3 月　色彩選択テストの標準化（ 2）―高校生グループの基準―　日本医科大学基礎科学紀要第
4号　日本医科大学
1984年 3 月　色彩選択テストの標準化（ 3）―老人グループの基準―　日本医科大学基礎科学紀要第 4
号　日本医科大学
1984年 8 月　医学心理学的視点からの同室患者間のグループ・ダイナミックス　日本医科大学雑誌第51
巻第 4号　日本医科大学医学会
1985年 3 月　色彩選択テストの標準化（ 4）―成人グループの基準―　日本医科大学基礎科学紀要第 5
号　日本医科大学
1986年 3 月　タイ青年層の感情―特に宗教的環境との関連について―　日本医科大学基礎科学紀要第 6
号　日本医科大学
1987年10月　「自己理解・他者理解のためのグループ合宿―エンカウンター・グループ―」実施の検討　
学生相談室報告書第 1号　専修大学学生相談室
1988年12月　第 2回「自己理解・他者理解のためのグループ合宿―エンカウンター・グループ―」実施
の検討　学生相談室報告書第 2号　専修大学学生相談室
1989年 2 月　エンカウンター・グループにおける心理的ドロップアウトに際してのファシリテーション　
専修人文論集第43号　専修大学学会
1989年 3 月　色彩選択テスト（CCT）におけるN-Pscale ならびにDscale の作成　日本医科大学基礎
科学紀要第 9号　日本医科大学
1989年 3 月　ACross-culturalStudyof JapaneseandThaiUniversityStudentsUsing theColor
ChoiceTest日本医科大学基礎科学紀要第 9号　日本医科大学
1989年12月　第 3回「自己理解・他者理解のためのグループ合宿―エンカウンター・グループ―」実施
の検討　学生相談室報告書第 3号　専修大学学生相談室
1991年 7 月　第 5回エンカウンター・グループ―自己理解・他者理解のための体験合宿―実施報告　学
生相談室報告書第 5号　専修大学学生相談室
1992年 3 月　地域理解における CCTの効用と限界　「色彩象徴過程と人格構造に関する精神医学・交
叉文化心理学的研究」　平成 3年度科学研究費補助金総合研究（A）研究成果報告書
1992年 7 月　第 6回エンカウンター・グループ―自己理解・他者理解のための体験合宿―実施報告　学
生相談室報告書第 6号　専修大学学生相談室
1993年 7 月　第 7回エンカウンター・グループ―自己理解・他者理解のための体験合宿―実施報告　学
生相談室報告書第 7号　専修大学学生相談室
1994年 9 月　第 8回エンカウンター・グループ―自己理解・他者理解のための体験合宿―実施報告　学
生相談室報告書第 8号　専修大学学生相談室
1996年 9 月　学生相談に関する基礎調査―実際活動と必要活動―　学生相談研究第17巻第 2号　日本学
生相談学会
2008年11月　大学生のセグメンテーションと学生相談からのアプローチ　学生相談研究第 2号　日本学
生相談学会
2016年 3 月　要請援助と生活適応感の関連性～自尊感情と他者軽視の観点から～　専修人間科学論集　
心理学編第 6巻第 1号
『その他』
1996年 2 月　教師のメンタルヘルス　研修講座集録　共鳴 8　相模原市教育相談所
2004年12月　平成15年度ロールシャッハ・テスト勉強会・ロールシャッハ・テスト研究会の活動報告
―初学者のためのロールシャッハ・テスト勉強方法の一考察―　専修大学心理教育相談室
年報第10巻　専修大学心理教育相談室
2004年12月　学生相談と大学教育　「育友」第102号　専修大学育友会
2006年 5 月　五月病に打ち克つ（監修）　月刊総務　2006. 5
2006年11月　佐治先生との出会い，そして今思うこと　「日精研における佐治先生」　日本・精神技術研
究所
藤岡新治 特任教授　履歴・業績
2008年 2 月　座談会「これからの学生相談室のあり方」学生相談室報告書第21号　専修大学学生相談室
2009年12月　心理教育相談室の開設当時あれこれ　専修大学心理教育相談室年報第15巻　専修大学心理
教育相談室
〔社会的活動〕
1985年 4 月　東京多摩いのちの電話　スーパーバイザー（1992年 3 月まで）
1990年 4 月　横須賀市青少年相談センター　スーパーバイザー（2006年 3 月まで）
1992年 4 月　日本学生相談学会　常任理事（1995年 3 月まで）
1995年 4 月　日本学生相談学会　理事（1998年 3 月まで）
2000年 4 月　日本ロールシャッハ学会　理事（2006年 3 月まで）
2001年 4 月　日本学生相談学会　理事（2004年 3 月まで）
2012年 4 月　川崎市多摩区精神保健福祉連絡会議　委員（2014年 3 月まで）
2012年 4 月　日本ロールシャッハ学会　監事（現在に至る）
